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はじめに

子どもたちは、自然や自然の素材を使った遊びから、基本的行動能力や運動能力、人間関係、

自然環境について多くのことを学ぶことができる。しかし子どもたちが本来、遊びの中で身に

付けてきた学びが子どもたちを取り巻く環境の変化により、多くの課題が挙げられるようにな

ってきた。樋丸ら(2010)は、幼児の生活スタイルの変化に伴う問題として「通勤不足の生活

と動くことを嫌う幼児の増加」「夜型生活習慣と睡眠不足」また、幼児の遊び環境の変化がもた

らす問題として「遊び空間の変化と減少」「遊び時間の変化」「遊び集団の変化」「遊び方法の変

化」を取り上げ、幼児の身体発達と遊び環境の現状と問題点を述べている。

子どもたちは自然や自然の素材を使った遊びが好きである。とりわけ雨上がりにできた水た

まりやどろどろになった土で遊ぶことが大好きである。しかし、大都市になればなるほど、ほ

とんどの道路が舗装され、また田畑や山林は宅地開発され、子どもたちがそうした水たまりや

泥んこ遊びができる機会や場所が減少してしまい、保育所や幼稚園の園庭が数少ない泥んこ遊

びが行える場所となっているのが現状である。

I研究目的

『幼稚園教育要領・保育所保育指針』においては、幼児の健康安全能力の育成は重要な目標

である。領域「健康」では、幼児が遊びを楽しみ、充実感を味わい、進んで運動しようとする

意欲を育て、健康や安全に関する態度の育成がねらいとして挙げられている。そのねらいを達

成するためには園で楽しい遊びをしっかりと体験寸一ることが不可欠である。

筆者らはどろ遊びに関する全国アンケート調査でどろ遊びが子どもの発達に有効だと‘思われ

る項目については回答の多い順で、創造力(162)、集中力(125)、強調ﾉノ(92)、身体力(83)、

言語力(31)、その他(25)であったと報告した。（武論文参照）
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